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【公開日】平成22年5月27日(2010.5.27)
【年通号数】公開・登録公報2010-021
【出願番号】特願2008-292833(P2008-292833)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３２０　
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【手続補正書】
【提出日】平成24年5月29日(2012.5.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技領域に設けられた第１始動領域を遊技媒体が通過したことに基づいて各々を識別可
能な複数種類の第１識別情報の可変表示を行い表示結果を導出表示する第１可変表示手段
と、遊技領域に設けられた第２始動領域を遊技媒体が通過したことに基づいて各々を識別
可能な複数種類の第２識別情報の可変表示を行い表示結果を導出表示する第２可変表示手
段と、を備え、前記第１可変表示手段と前記第２可変表示手段とはいずれか一方ずつ可変
表示を行うものであり、前記第１可変表示手段における前記第１識別情報または前記第２
可変表示手段における前記第２識別情報の可変表示の表示結果が予め定められた特定表示
結果となったときに、遊技者にとって有利な特定遊技状態に制御し、さらに前記表示結果
が前記特定表示結果のうちで予め定められた特別表示結果となったときに、前記特定遊技
状態が終了した後に前記特定表示結果となる確率が通常確率状態よりも向上する高確率状
態に制御可能な遊技機であって、
　前記遊技媒体が前記第１始動領域を通過したときに、前記特定遊技状態に制御するか否
か及び前記特定遊技状態に制御する場合に前記高確率状態に制御するか否かを特定するた
めの情報を所定の上限数の範囲内で第１保留記憶情報として記憶し、前記遊技媒体が前記
第２始動領域を通過したときに、前記特定遊技状態に制御するか否か及び前記特定遊技状
態に制御する場合に前記高確率状態に制御するか否かを特定するための情報を所定の上限
数の範囲内で第２保留記憶情報として記憶する保留記憶手段と、
　前記通常確率状態において、前記第１保留記憶情報が前記特定遊技状態に制御すること
を示しているか否か、及び前記特定遊技状態に制御する場合に前記高確率状態に制御する
ことを示しているか否かを判定するための通常時判定用データと、前記高確率状態におい
て、前記第１保留記憶情報が前記特定遊技状態に制御することを示しているか否か、及び
前記特定遊技状態に制御する場合に前記高確率状態に制御することを示しているか否かを
判定するための高確時判定用データと、を記憶する判定用データ記憶手段と、
　前記特定遊技状態に制御されておらず、かつ前記第１可変表示手段及び前記第２可変表
示手段において前記第１識別情報及び前記第２識別情報の可変表示が実行されていないと
きに、前記保留記憶手段が記憶する前記第１保留記憶情報に基づいて前記第１可変表示手
段における前記第１識別情報の可変表示を制御し、または前記第２保留記憶情報に基づい
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て前記第２可変表示手段における前記第２識別情報の可変表示を制御し、前記第２保留記
憶情報に基づく前記第２可変表示手段における前記第２識別情報の可変表示を、前記第１
保留記憶情報に基づく前記第１可変表示手段における前記第１識別情報の可変表示より優
先して実行する可変表示制御実行手段と、
　前記高確時判定用データによれば前記特定遊技状態に制御し、かつ前記高確率状態に制
御しないと判定されるが、前記通常時判定用データによれば前記特定遊技状態に制御しな
いと判定される前記第１保留記憶情報があるときに、当該第１保留記憶情報に対応する可
変表示より以前に終了する可変表示において、当該第１保留記憶情報が記憶されているこ
とを示す予告演出を実行する予告演出実行手段と、
　を備えることを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　上記目的を達成するため、本発明の請求項１に記載の遊技機は、遊技領域に設けられた
第１始動領域（例えば普通入賞球装置６Ａが形成する第１始動入賞口）を遊技媒体（例え
ば遊技球）が通過したことに基づいて各々を識別可能な複数種類の第１識別情報（例えば
第１特図）の可変表示を行い表示結果を導出表示する第１可変表示手段（第１特別図柄表
示装置４Ａ）と、遊技領域に設けられた第２始動領域（例えば普通可変入賞球装置６Ｂが
形成する第２始動入賞口）を遊技媒体が通過したことに基づいて各々を識別可能な複数種
類の第２識別情報（例えば第２特図）の可変表示を行い表示結果を導出表示する第２可変
表示手段（例えば第２特別図柄表示装置４Ｂ）と、を備え、前記第１可変表示手段と前記
第２可変表示手段とはいずれか一方ずつ可変表示を行うものであり、前記第１可変表示手
段における前記第１識別情報または前記第２可変表示手段における前記第２識別情報の可
変表示の表示結果が予め定められた特定表示結果（例えば大当り図柄）となったときに、
遊技者にとって有利な特定遊技状態（例えば大当り遊技状態）に制御し、さらに前記表示
結果が前記特定表示結果のうちで予め定められた特別表示結果となったときに、前記特定
遊技状態が終了した後に前記特定表示結果となる確率が通常確率状態よりも向上する高確
率状態（例えば確変状態）に制御可能な遊技機であって、前記遊技媒体が前記第１始動領
域を通過したときに、前記特定遊技状態に制御するか否か及び前記特定遊技状態に制御す
る場合に前記高確率状態に制御するか否かを特定するための情報（例えば、特図表示結果
判定用の乱数値ＭＲ１や、大当り種別判定用の乱数値ＭＲ２－１など）を所定の上限数の
範囲内で第１保留記憶情報として記憶し、前記遊技媒体が前記第２始動領域を通過したと
きに、前記特定遊技状態に制御するか否か及び前記特定遊技状態に制御する場合に前記高
確率状態に制御するか否かを特定するための情報を所定の上限数の範囲内で第２保留記憶
情報として記憶する保留記憶手段（例えばＣＰＵ１０３がステップＳ１００の処理を実行
する部分や第１特図保留記憶部１５１Ａや第２特図保留記憶部１５１Ｂなど）と、前記通
常確率状態において、前記第１保留記憶情報が前記特定遊技状態に制御することを示して
いるか否か、及び前記特定遊技状態に制御する場合に前記高確率状態に制御することを示
しているか否かを判定するための通常時判定用データ（例えば第１特図表示結果判定用テ
ーブル１３０Ａのうち確変フラグがオフ状態のときの判定値データや、大当り種別判定テ
ーブル１３１）と、前記高確率状態において、前記第１保留記憶情報が前記特定遊技状態
に制御することを示しているか否か、及び前記特定遊技状態に制御する場合に前記高確率
状態に制御することを示しているか否かを判定するための高確時判定用データ（例えば第
１特図表示結果判定用テーブル１３０Ａのうち確変フラグがオン状態のときの判定値デー
タや、大当り種別判定テーブル１３１）と、を記憶する判定用データ記憶手段（例えばＲ
ＯＭ１０１など）と、前記特定遊技状態に制御されておらず、かつ前記第１可変表示手段
及び前記第２可変表示手段において前記第１識別情報及び前記第２識別情報の可変表示が
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実行されていないときに、前記保留記憶手段が記憶する前記第１保留記憶情報に基づいて
前記第１可変表示手段における前記第１識別情報の可変表示を制御し、または前記第２保
留記憶情報に基づいて前記第２可変表示手段における前記第２識別情報の可変表示を制御
し、前記第２保留記憶情報に基づく前記第２可変表示手段における前記第２識別情報の可
変表示を、前記第１保留記憶情報に基づく前記第１可変表示手段における前記第１識別情
報の可変表示より優先して実行する可変表示制御実行手段（例えばＣＰＵ１０３がステッ
プＳ１１０～Ｓ１１３の処理を実行する部分）と、前記高確時判定用データによれば前記
特定遊技状態に制御し、かつ前記高確率状態に制御しないと判定されるが、前記通常時判
定用データによれば前記特定遊技状態に制御しないと判定される前記第１保留記憶情報が
あるときに（例えば、特図表示結果判定用の乱数値ＭＲ１が「２７」、「３７」、または
「４７」であって、大当り種別判定用の乱数値ＭＲ２－１が「１」～「１０」のいずれか
である場合）、当該第１保留記憶情報に対応する可変表示より以前に終了する可変表示に
おいて、当該第１保留記憶情報が記憶されていることを示す予告演出を実行する予告演出
実行手段（例えば演出制御ＣＰＵ１２０がステップＳ１５４及びＳ１５５にてＹｅｓと判
定したときにステップＳ１５６の処理で第１保留表示（星型）増加更新設定を実行し、ま
た、演出制御ＣＰＵ１２０がステップＳ５７３及びＳ５７５にてＹｅｓと判定したときに
ステップＳ５７９～Ｓ５８５の処理を実行し、ステップ１６２の処理で図５２に示すよう
な第１保留表示をしたり予告演出を実行する部分）と、を備えることを特徴とする。請求
項１に記載の遊技機においては、第１保留記憶情報に高確率状態においてのみ前記特定遊
技状態に制御し、その後前記通常確率状態に制御すると判定されるものがあることを予告
できるようになる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　例えば、前記予告演出実行手段は、前記予告演出として、遊技者に前記遊技媒体の前記
遊技領域への送出を促す演出を実行する（例えば演出制御ＣＰＵ１２０が図５２（Ｃ）、
（Ｆ）に示すような予告演出を実行する）。この遊技機においては、遊技者がどのように
遊技をすればよいかが分かりやすくなる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　例えば、前記予告演出実行手段が実行する予告演出を複数種類から決定する予告演出決
定手段（例えば演出制御ＣＰＵ１２０がステップＳ５７５～Ｓ５８４の処理を実行する部
分）と、をさらに備え、前記予告演出決定手段は、前記予告演出の対象となる前記第１保
留記憶情報が示す内容に応じて前記予告演出の決定割合が異なるように設定された選択用
データ（例えば第１予告パターン種別判定テーブル１７０Ａや第２予告パターン種別判定
テーブル１７０Ｂ）を用いて決定する。この遊技機においては、特定遊技状態のうち、い
ずれとなるかが示唆されるので、演出効果が向上する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
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　例えば、前記第１可変表示手段における前記第１識別情報及び前記第２可変表示手段に
おける前記第２識別情報の可変表示に連動して装飾識別情報（例えば飾り図柄）の可変表
示を行う可変表示装置（例えば画像表示装置５）と、前記第１始動領域または前記第２始
動領域を遊技媒体が通過したときに、前記可変表示装置における前記装飾識別情報の可変
表示パターンを決定するための可変表示決定用乱数を抽出する乱数抽出手段（例えばＣＰ
Ｕ１０３がステップＳ２０４またはＳ２１３の処理を実行する部分）と、前記可変表示決
定用乱数と、複数種類の可変表示パターンに対して判定値が割り当てられた判定値データ
（例えば大当り用変動パターン種別判定テーブル１３３Ａ～１３３Ｃ、非リーチハズレ用
変動パターン種別判定テーブル１３４Ａ、リーチハズレ用変動パターン種別判定テーブル
１３４Ｂなど）と、を用いて前記装飾識別情報の可変表示パターンを決定する可変表示パ
ターン決定手段（例えばＣＰＵ１０３がステップＳ２７２～Ｓ２７６の処理を実行する部
分）と、前記可変表示パターン決定手段の決定結果に基づいて、前記可変表示装置におけ
る前記装飾識別情報の可変表示を実行する可変表示実行手段（例えば演出制御ＣＰＵ１２
０がステップＳ１６２の処理を実行する部分）と、前記可変表示パターン決定手段による
決定前に、前記第１始動領域または前記第２始動領域を遊技媒体が通過したことに基づい
て、前記抽出手段により抽出された前記可変表示決定用乱数と前記判定値データとを用い
て前記装飾識別情報の可変表示パターンが複数種類の可変表示パターンのうちの特定の可
変表示パターンとなるか否かを判定する始動判定手段（例えばＣＰＵ１０３がステップＳ
３４３～Ｓ３４５の処理を実行する部分やステップＳ３６１～Ｓ３６３の処理を実行する
部分）と、前記始動判定手段によって前記特定の可変表示パターンとなると判定されたこ
とに基づいて、当該特定の可変表示パターンとなると判定された前記装飾識別情報の可変
表示を開始する以前に終了する可変表示において、前記特定の可変表示パターンとなるこ
とを報知する演出を実行可能である報知実行手段（例えば演出制御ＣＰＵ１２０が入賞時
変動パターン通知コマンドを受信したことに基づいて、図７１に示すようなスーパーリー
チ予告演出画面を表示する部分）と、を備え、前記判定値データは、前記特定の可変表示
パターンに対しては、前記保留記憶手段が記憶する前記第１保留記憶情報及び前記第２保
留記憶情報の数にかかわらず、共通の判定値が割り当てられ（例えばリーチハズレ用変動
パターン種別判定テーブル１３４Ｂにおいて、スーパーリーチとなることに対応したスー
パーＣＡ２－３～スーパーＣＢ２－２の変動パターン種別に対する判定値は合計保留記憶
数によらず「２０１」～「２４１」で共通である）、前記特定の可変表示パターン以外の
可変表示パターンに対しては、前記保留記憶手段が記憶する前記第１保留記憶情報及び前
記第２保留記憶情報の数に応じて異なる判定値が割り当てられている（例えばリーチハズ
レ用変動パターン種別判定テーブル１３４ＢにおいてノーマルＣＡ２－１とノーマルＣＡ
２－２の変動パターン種別に対する判定値の割り当てが異なっている）。この遊技機にお
いては、保留記憶情報の数によらず特定の可変表示パターンの先読みを行うことができる
。また、特定の可変表示パターン以外においては、保留記憶情報の数によって決定割合を
異ならせることができる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　例えば、前記予告演出実行手段により前記予告演出が実行されてから、当該予告演出に
対応する前記特定遊技状態が終了するまで、新たな前記第１保留記憶情報に基づく予告演
出の実行を禁止する予告演出禁止手段（例えば演出制御ＣＰＵ１２０がステップＳ５２１
、Ｓ５７１、Ｓ５８６の処理を実行する部分）をさらに備える。この遊技機においては、
予告演出が行われた後、特定遊技状態が終了するまで新たな予告演出の実行を禁止するこ
とで、演出の重複や不整合を確実に防止することができる。また、高確率状態が続くこと
（確変大当りが連続すること）を示す予告演出を禁止することができる。
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【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　例えば、前記可変表示装置において実行される演出として、識別情報の可変表示パター
ンを決定する演出決定手段（例えば、ＣＰＵ１０３がステップＳ２６２、Ｓ２６４、Ｓ２
７０、Ｓ２７１～Ｓ２７６の処理を実行する部分）をさらに備え、前記演出決定手段は、
前記可変表示パターンの態様に基づいて分類された複数種類の可変表示パターン種別のう
ち、いずれの可変表示パターン種別に属する可変表示パターンを実行するかを決定する第
１段階パターン決定手段（例えば、ＣＰＵ１０３がステップＳ２６２、Ｓ２６４、Ｓ２７
０、Ｓ２７１～Ｓ２７３の処理を実行する部分）と、前記第１段階パターン決定手段によ
り決定された可変表示パターン種別に含まれる可変表示パターンの中から、前記演出実行
手段が実行する可変表示パターンを決定する第２段階パターン決定手段（例えば、ＣＰＵ
１０３がステップＳ２７４～Ｓ２７６の処理を実行する部分）と、を含む。この遊技機に
おいては、可変表示パターンを２段階で決定することで、可変表示パターン種別及び可変
表示パターンの増加や出現率の調整が容易になり、可変表示パターンの多種多様化を容易
に実現させることができる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　例えば、前記予告演出決定手段は、前記予告演出の態様に基づいて分類された複数種類
の予告演出種別のうち、いずれの予告演出種別に属する予告演出を実行するかを決定する
第１段階予告決定手段（例えば演出制御ＣＰＵ１２０がステップＳ５７７～Ｓ５８０の処
理を実行する部分）と、前記第１段階予告決定手段により決定された予告演出種別に含ま
れる予告演出の中から、前記予告演出実行手段が実行する予告演出を決定する第２段階予
告決定手段（例えば演出制御ＣＰＵ１２０がステップＳ５８２～Ｓ５８４の処理を実行す
る部分）と、を含む。この遊技機においては、予告演出を２段階で決定するので、予告演
出種別及び予告演出の増加や出現率の調整が容易になり、予告演出の多種多様化を容易に
実現させることができる。
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